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１  計画の構成（案）（重点的な取り組みの再構成を予定）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１章 計画の概要 

    １  スポーツの定義  

    ２  計画策定の趣旨  

  ３  計画の位置付け  

    ４  計画の期間  

 第３章 計画の取り組み 

  １  多様な参加ができる「する」スポーツの充実  

  ２  魅力ある「みる」スポーツの充実  

  ３  感動を分かち合う「ささえる」スポーツの充実  

  ４  気軽に利用できる「場所」の充実  

  ５  スポーツを楽しむきっかけとなる「情報」の充実  

 第２章 計画の基本的な考え方 

    １  柏市のスポーツを取り巻く現状と課題  

    ２  柏市の地域特性  

    ３  計画の基本理念と基本目標  

 第４章 重点的な取り組み 

 

  （ 第３章の内容により再構成）  
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２  第１章  計画の概要  

 (1) スポーツの定義（論点）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ス ポーツ基本法では  

「心身の健全な発達，健康及び体力の保持増進，精神的な充足

感の獲得，自律心その他の精神の涵 (かん )養等のために個人又

は集団で行われる運動競技その他の身体活動」  

   

 第 2 期柏市スポーツ推進計画では，   

「競技スポーツはもちろん，体力づくり，健康維持・増進のた

めに，計画的・意図的に実施する運動」  

 及び  

「趣味や交流のため気軽に身体を動かすこと，散歩やラジオ体

操，サイクリング，レクリエーション活動をはじめ，運動不足

解消のために日常の生活や仕事・家事の合間の簡単な運動」  

 と定義。  

 議題：定義を拡大するか？  

e スポーツやマインドスポーツといった大きな身体活動を伴

わない競技もスポーツとして捉える動きがあるなど 流動性が

見られるが，こうした事象を現時点で計画に反映させていくべ

きか？  
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 (2) 計画策定の趣旨（新型コロナウイルス関連追記）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：スポーツのかかわり方  イメージ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 少 子・高齢化の進行など，社会環境が変化する中で，スポー

ツの果たす役割・意義がますます重要になっています。  

 「する」「みる」「ささえる」といったスポーツへのかかわり

方の多様性は，生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を可

能にしていくものと考えられ，スポーツを総合的かつ計画的に

推進していくことは，たいへん大きな意義があります。  

 スポーツがもたらす効果は，健康・体力づくりや生活習慣病

の予防，達成感や仲間との連帯感に加え，スポーツを通じた地

域コミュニティの形成，地域の活性化等に寄与する役割もあり

ます。一方で，昨今の新型コロナウイルスに代表される感染症

の拡大によって社会不安が広がるなかで，感染拡大防止とスポ

ーツ活動の両立を目指すために「新しい生活様式」を反映させ

た取り組みが求められています。  

 このことから，本市では，安心安全に様々なスポーツに取り

組める場や機会を整えていくことで，市民が充実した生活を送

り，生涯にわたってスポーツを親しむことができる「生涯スポ

ーツ社会の実現」に向けた施策を計画的に進めていくため，「第

2 期柏市スポーツ推進計画（中間見直し版（仮））」を策定する

ものです。  
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 (3) 計画の位置付け（変更なし）  

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 計画の期間（見直しに合わせて文面改訂）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本 計画は，平成 23 年 6 月に制定された「スポーツ基本法」に

基づき，柏市独自の計画として策定するものです。また，「千葉

県体育・スポーツ推進計画」を参酌し，「柏市第五次総合計画」  

に 示されたスポーツ分野等の施策をより具体化するため策定す

るものです。  

 平成 19 年 3 月に「柏市スポーツ振興計画」を策定し，平成

27 年度までの計画期間中の中間点となる平成 23 年度に見直

しを行い，名称を「柏市スポーツ推進計画」に改めました。  

本計画の期間は，平成 28 年度（ 2016 年度）から平成 37 年

度（2025 年度）までの 10 年間とします。なお，計画の中間

年次にあたる令和 2 年度（2020 年度）に，計画の進捗状況や

社会情勢の変化等を踏まえ，一部改訂を行いました。  
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３  第２章  計画の基本的な考え方  

 (1) 柏市のスポーツを取り巻く現状と課題（変更あり）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  アンケート調査概要  

 

 

①「する」スポーツの現状と課題（データ更新）  

 1 ⃣子 どものスポーツ  

 

 

 

 

 

対象者 20歳以上の市民
市内の小学校，

中学校，高校生
20歳以上の市民

市内の小学校，

中学校，高校生
20歳以上の市民

市内の小学校，

中学校，高校生
20歳以上の市民

市内の小学校，

中学校，高校生

抽出
住民基本台帳か

ら無作為抽出

小学校9校中学

校6校高校3校

住民基本台帳か

ら無作為抽出

小学校9校中学

校6校高校3校

住民基本台帳か

ら無作為抽出

小学校9校中学

校6校高校3校

住民基本台帳か

ら無作為抽出

小学校12校中学

校8校高校4校

発送数 1,000人 - 1,000人 - 2,000人 - 2,000人 -

回答数 396人 650人 361人 470人 771人 595人 728人 770人

回答率 39.60% - 36.10% - 38.60% - 36.40% -

実施率 33.60% 43.40% 40.10% 47.30%

方法 郵送法 学校にて実施 郵送法 学校にて実施 郵送法 学校にて実施 郵送法 学校にて実施

時期 平成18年7月 平成18年7月 平成23年2月 平成23年2月 平成27年2月 平成27年4月 令和2年2月 令和2年9月

 本 市では，市民のスポーツに関する実態を把握するための

アンケート調査を行いました。後述のデータ比較は，令和２年

２月の調査とこれまでの計画策定時及び計画見直し時に実施

した調査結果を比較したものです。  

また，令和２年９月には，市内小学校，中学校，高等学校に対

しアンケート調査を行い，スポーツに関する意識を再調査す

るとともに，子どもの体力の推移について新しいデータを比

較対象として記載しました。  

 本 章では，このアンケートの結果を中心に各種既存調査や

統計を参考としながら，本市のスポーツの現状を，「する」「み

る」「ささえる」といったスポーツへのかかわり方について３

つの視点で分析するとともに，スポーツの実践に欠かせない

「場所」や「情報」について整理しました。  

 本市の子どもの体力・運動能力は，千葉県の平均値と同水準ま

たは若干下回る結果となっています。男女ともに反復横とびに

おいては ,改 善 が 見 ら れます が ,握 力 や 投 力 に つい ては 課 題 と な

っています。多様な動きを継続的に実践していくなどの工夫を

促していいくことが必要です。  
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図  子どもの体力の推移（小学６年生男子）  

（スポーツ庁：体力・運動能力調査参照）（昭和５９年～令和元年） 

  

  

 

図  子どもの体力の推移（小学６年生女子）  

（スポーツ庁：体力・運動能力調査参照）（平成２１年～令和元年） 
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図  子どものスポーツへの意欲  

（アンケート平成２２・２６，令和元年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.8%

20.2%

72.8%

26.6%

66.2%

32.4%

75.3%

24.3%

82.8%

17.2%

80.8%

19.2%

71.5%

28.5%

79.8%

20.2%

73.8%

26.2%

74.4%

25.6%

77.7%

22.3%

74.7%

25.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

したい したくない したい したくない したい したくない したい したくない

小学生 中学生 高校生 合計

平成22年度 平成26年度 令和2年度

 令 和２年度のアンケート調査では，「進んでスポーツ，運動を

したい」と回答した人の割合は全体の 74.7%で，平成２２年度，

平成２６年度の調査と比べると児童生徒全体としては，スポー

ツへの意欲が低下していることがわかります。  

 各 学年層ごとにスポーツへの意欲をみると，小学生において

特に意欲の低下が認められ，高校生においては，小学生と対照

的にスポーツに対する意欲が調査ごとに向上しています。  

 ■子どものスポーツの課題■  

子どもの体力低下の問題に対し，これからは社会全体で子ども

の運動機会を確保し，体力の向上を図ることが必要です。その

ため，イベントや体験授業を通してスポーツの楽しさを体感し

てもらうことで，子どものスポーツに対する関心・意欲をより

高めていくことが必要です。また，親子でスポーツに取り組む

機会を提供していくことで，家族全体に関心を波及させていく

ことも重要となります。  
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 2 ⃣成 人のスポーツ  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  スポーツへの意欲  

（平成 18,22,26,令和元年度調査）  

 

 

 

 

 

 

 

 

したい 81.3%

したい 77.3%

したい 71.9%

したい 71.1%

したくない 18.4%

したくない 22.1%

したくない 27.6%

したくない 28.4%

無回答 0.3%

無回答 0.6%

無回答 0.5%

無回答 0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成18年度

平成22年度

平成26年度

令和元年度

 ス ポーツへの意欲は，「スポーツをしたい」と回答した割合が平

成 18 年度のアンケート調査以降，漸減しており，令和 2 年度で

は 71.1％となっています。  

 また，週 1 回以上のスポーツの実施率は令和２年度に 47.3%

とこれまでの調査のうち最も高い値となりましたが，全国平均の

53.6%（令和元年度）は下回っており，本計画の数値目標となっ

ている 65%に対しても低い水準が続いています。  

 引き続き，スポーツをしていない人やスポーツに親しみのない

人に対して，継続的にスポーツに取組むためのきっかけづくりが

重要となります。  
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図  週１回以上のスポーツ実施率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  年代別スポーツ実施状況（令和元年度調査）  

 

 

13.3 

20.6 

27.7 

38.1 

49.0 

54.2 

40.7 

33.6 

38.5 

32.4 

26.3 

44.4 

37.1 

63.5 

54.5 

18.2 

43.4 
45.3 

26.7 

30.2 
28.5 

33.6 

51.7 

58.0 

38.3 
40.1 

47.5 47.7 

29.5 
32.3 

48.6 

57.4 

61.6 

51.3 

47.3 

53.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 柏市全体 全国

平成18年度 平成22年度 平成26年度 令和元年度

（％）

4.5 

2.1 

2.2 

7.5 

6.7 

15.7 

9.8 

7.3 

18.2 

11.6 

8.8 

11.2 

21.6 

18.2 

17.1 

16.7 

15.1 

25.0 

15.8 

21.3 

29.9 

29.1 

27.7 

24.4 

8.3 

24.9 

18.2 

18.9 

18.4 

10.3 

12.7 

8.2 

2.4 

33.3 

13.3 

15.9 

17.9 

15.4 

18.7 

9.7 

5.0 

7.3 

8.3 

12.4 

18.2 

33.7 

33.8 

22.4 

20.1 

25.2 

39.0 

26.5 

33.3 

0.5 

0 20 40 60 80 100

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

全体

ほぼ毎日 週に3~4回 週に1~2回 月に1~2回 年に数回 ほとんどしない 無回答

（％）

 ス ポーツ実施率の週１回以上の実施状況を年代別で見ると，６０

歳，７０歳代の実施率が高いのに比べて，子育て世代である 30 歳

代，40 歳代のスポーツ実施率は低くなっています。  

 その理由としては，「時間が無い」など仕事等により，スポーツ

活動に取り組む余暇時間の確保が困難な状況にあることがうかが

えます。  
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図  スポーツをしない理由  

（平成 18,22,26,令和元年度調査）  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  実施している種目（上位 5 種目）（令和元年度調査）  
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7.0 
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9.9 

8.8 

7.2 

4.1 

1.8 

3.9 

0.7 

6.6 

1.5 

22.3 

14.9 

8.4 

5.1 

12.4 

5.9 

4.0 

3.8 

3.2 

4.4 

0.0 

9.7 

5.9 

0 5 10 15 20 25

時間がないから

年齢による体力の衰えから

お金がかかるから

健康上の理由から

好きではないから

気軽に入れるサークルがないから

仲間がいないから

場所・施設がないから

何をやってもうまくいかないから

スポーツ教室などがないから

指導者がいないから

その他

無回答

平成18年度 平成22年度 平成26年度 令和元年度
（％）

217

169

110

96

67

0 50 100 150 200 250

散歩

ウォーキング

体操（健康・美容体操など）

筋力トレーニング

ゴルフ

（回答数）

 現 在行っている種目をみると，ウォーキングや散歩が 1 位ま

たは 2 位となっています。このことから，手軽にできるスポー

ツとしてウォーキングや散歩が広く生活の中に浸透しているこ

とがうかがえます。  



資料 3 

【令和 2年度第 2回柏市スポーツ推進審議会資料】 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  スポーツをする理由（平成 18,22,26,令和元年度調査）  
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健康・体力づくり

ストレス解消

趣味

スポーツ・運動が好き

家族・仲間との楽しみ

場所が近い

リハビリ

試合・大会参加

美容のため

ダイエット（肥満解…

その他

特に理由はない

無回答

平成18年度 平成22年度 平成26年度 令和元年度

（％）

 ス ポーツをする理由として，「健康・体力づくり」が 1 位，「スト

レス解消」が 2 位となり，次いで「ダイエット」「家族・仲間との

楽しみ」が続きますが，経年でも大きな変化はない結果となってい

ます。市民が健康を意識し，自由時間の過ごし方として，スポーツ

活動を楽しんでいることがうかがえます。  
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 3 ⃣高 齢者のスポーツ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■成人のスポーツの課題■  

 市 民全体のスポーツへの意欲が低下している一方で，個人や

少人数で気軽に取り組める運動やスポーツへの関心が強い傾向

にあります。  

 そ のため，まずは「健康・体力づくり」など自身の健康増進

を見据えた運動やスポーツについて，きっかけづくりや取り組

み方法の啓発，サポート体制の充実を中心とした施策を継続的

に推進し，スポーツに関わる市民の裾野を拡大していくことが

必要です。  

 ま た，地域でスポーツ活動に取り組む市民が増えていくこと

は，市民交流の活発化にもつながり，地域コミュニティの形成

や活性化に携わることが出来る地域の担い手づくりを促進する

効果も期待できます。  

 

 

 成 人の週１回以上のスポーツ実施率は，令和 2 年度アンケート

調査では７０歳代が最も高く６１．６％，２位は６０歳代の５７．

４％となっています。この傾向はこれまでの調査と同様であり，仕

事や子育てから解放されたことによる自由時間の増大や年齢によ

る健康や体力に対する意識の一層の高まりが，高齢者のスポーツの

実施率を高めているものと思われます。  

 ■高齢者のスポーツの課題■  

 スポーツのもつ健康や体力づくりの効果を活かすだけでなく，ス

ポーツが多様な活動を通じた交流の場として，生きがいづくりにつ

ながることが必要です。  
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②「みる」スポーツの現状と課題（データ更新）  

 1 ⃣ス ポーツへの関心  

 

 

 

 

 

 

 

図  スポーツへの関心（平成 18,22,26,令和元年度調査）  

 

 2 ⃣ホ ームタウンチーム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.5 

61.3 

53.2 

45.2 

5.3 

8.5 

9.2 

9.2 

19.4 

20.1 

22.9 

25.5 

18.4 

8.2 

12.8 

14.7 

3.5 

1.4 

2.0 

4.8 

0.9 

0.5 

0.5 

0 20 40 60 80 100

平成18年度

平成22年度

平成26年度

令和元年度

「する」のも「みる」のも好き 「する」のは好き

「みる」のは好き どちらでもない

「する」のも「みる」のも嫌い 無回答

（％）

 ス ポーツへの意欲と同様に，「する」こと，「みる」ことを合わ

せたスポーツへの関心は平成 22 年度の調査以降，低下してい

ます。  

 一方，「みる」こと単独でみると増加傾向となり，市民のスポ

ーツへの関心は維持されており，スポーツを「みる」ことが生活

の中に定着していることがうかがえます。  

 本市には，豊富なホームタウンチームがあります。  

 ホームタウンチームの認知度や観戦実績においては，「柏レイソ

ル」が突出しており，次いで「ＥＮＥＯＳサンフラワーズ」が続く

結果となりました。  

「柏レイソル」は，地域にスポーツ観戦の楽しみをもたらすとと

もに，スポーツのまちを推進する本市のイメージに大きく貢献し

ています。  

 一方で，みたことがない（無回答含む）と回答した方が 50%弱

であったことから，トップレベルの競技スポーツを直に観戦する

楽しさを継続して啓発していくことが必要です。  
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図  知っている /みたことがあるホームタウンチーム  

（令和元年度調査）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.0%

14.6%

2.4%

4.7%

2.3%

3.4%

1.2%

14.1%

8.1%

1.4%

39.1%

3.9%

0.7%

1.6%

0.6%

1.4%

0.4%

3.2%

2.7%

46.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

柏レイソル

ENEOSサンフラワーズ

YBC柏

JR東日本硬式野球部

千葉エンゼルクロス

積水化学女子陸上部

トルエーラ柏

TTC吉田記念テニス研修センター

柏ゴールデンホークス

全て知らない（みたことがない）

または無回答

知っているチーム みたことがあるチーム

■「みる」スポーツの課題■  

 こ れ まで ホー ムタウンチームを中心に気軽に触れやすいとい

う面から，市民が運動やスポーツを取り組み始めるきっかけ作り

として大きな役割を果たしています。認知度は「柏レイソル」が

突出しておりますが，他のホームタウンチームの認知度も高めな

がら，スポーツへの関心とスポーツ実施率の向上につなげていく

ことが必要です。  

 また，スポーツを活かしたまちづくりや地域コミュニティの活

性化に向けて，プロ アマの区別なく スポーツ団体と協力しなが

ら，「みる」だけでなく，実践して楽しめるスポーツイベントの開

催を中心にスポーツ推進を図っていくことも重要となります。  
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③「ささえる」スポーツの現状と課題（データ更新）  

 

 

 

 

 

 

図  スポーツボランティアの経験  

（平成 18,22,26,令和元年度調査）  

 

図  スポーツボランティアへの参加意欲  

（令和元年度調査）  

 

 

 

 

 

 

10.6

8.2

5.1

6.3

86.9

88.2

88.2

91.9

2.5

3.6

6.7

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成18年度

平成22年度

平成26年度

令和元年度

ある ない 無回答 （％）

ぜひしたい

1.9%

機会があればした

い

したくない

22.3%

興味がない

37.1%

無回答

2.1%

 令 和元年度調査では，スポーツボランティアの経験があると回答

した方は 6.3%と，依然として低い割合で推移しています。  

 また，スポーツボランティアへの参加意欲についても，約 6 割の

方が「したくない」又は「興味がない」という消極的な姿勢を示し

ています。  

■「ささえる」スポーツの課題■  

 過 去 の 調 査 と 同様にスポー ツ ボランティアに 携わる人の少な さ

は依然として課題としてあります。また，スポーツボランティアへ

の参加意欲も決して高いという結果ではないため，ボランティア機

会の提供を増やすことや情報発信が必要です。  
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④スポーツ施設の現状と課題（データ更新）  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  運動・スポーツ活動の場所（令和元年度調査）  

 

 

図  どのような環境があると運動やスポーツがしやすくなるか  

（令和元年度調査）  

 

 

 

27.2%

15.9%

14.3%

13.2%

7.3%

3.6%

3.1%

2.4%

1.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

道路・公園

民間スポーツ施設

自宅

公共スポーツ施設

海・山・川・湖・沼

空地・広場

学校体育施設

総合型地域スポーツクラブ

職場スポーツ施設

32.6%

21.0%

15.3%

8.8%

7.4%

6.7%

4.9%

2.1%

1.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

身近な場所にスポーツ施設がある

一緒に行う仲間がいる

スポーツ施設が充実している

常に施設の予約ができる

指導者が充実している

活動している情報が充実している

託児施設がある

無回答

その他

 公 共 ス ポーツ施設の週末や休日の利用は各種大会やイベントで

飽和状態にある一方で，平日の利用は少なく，利用の促進が必要な

状況にあります。  

 令和元年度調査では，市民の運動・スポーツ活動場所の 1 位は

「道路・公園」で，2 位は「民間スポーツ施設」，3 位は「自宅」と

なっており，比較的身近な利用しやすい場所で運動やスポーツを行

っている傾向がみられます。  
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⑤スポーツ情報に関する現状と課題（データ更新）  

 

 

 

 

 

図  市 民 が 知 り た い 柏 市 の ス ポ ー ツ 情 報 （令和元年度調査）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共スポーツ施設の利

用に関すること

27.3%

市内のスポーツ

施設情報

21.2%
サークル・クラ

ブの活動状況

14.2%

スポーツ大会や教

室の開催

13.8%

スポーツイベ

ント情報

13.3%

その他

2.5%
無回答

7.6%

■施設面での課題■   

 一 人 で も 多 く の市民がスポ ー ツに親しめる 場 所を確保する ため

には，身近にスポーツが出来る場所として，公共スポーツ施設や学

校体育施設の効果的・効率的な運用が必要です。  

 また，公共スポーツ施設のほかにもスポーツに親しめる空間を確

保することも重要となります。  

 

 令 和元年度調査では，市民が知りたい情報の 1 位は「公共スポー

ツ施設の利用に関すること」で，2 位は「市内のスポーツ施設情報」，

3 位は「サークル・クラブの活動状況」でした。  

 

■  課題■   

 市 民のスポーツへの参加意欲を促進するためには，公共スポ ーツ

施設に関することだけでなく，幅広いスポーツ関連情報をインター

ネットやＳＮＳの活用により提供していくことで，利用者が容易に

情報入手できる環境が必要です。  

 



資料 3 

【令和 2年度第 2回柏市スポーツ推進審議会資料】 

 

19 

 

 (2) 柏市の地域特性（データ更新）  

 

 

 

 

 ①人口（少子高齢化の進展）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  年齢３区分将来人口推計  

 

       （柏市「将来人口推計（平成 30 年 4 月）」より）  

②地域ポテンシャル（変更なし）  

 

 

 

 

 

54,835 53,678 53,613 52,669 50,071 47,245 45,282 43,661 42,202

268,666 259,420 261,049 266,705 264,861 257,967 244,313 232,330 221,651

80,510 100,857 110,724 114,107 116,691 120,068 127,334 132,724 138,141

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

0~14歳 15~64歳 65歳以上

404,012 413,954
425,386 433,481 431,623 425,280 416,929 408,715 401,994

 本 市の人口，地域ポテンシャル，プロ・実業団チーム，大学や研究

機関の集積，指定管理者制度の導入などからなる地域特性を十分に

活かした計画としています。  

 

 本 市の人口は 432,806 人（令和２年 10 月 1 日現在）となって

います。昨年の同時期 429,070 人に比べ微増ではありますが，令

和５年まで増加すると推計した平成３０年の将来人口推計よりも

人口増が進んでいます。当面，人口の増加が続くことが予想されま

すが，人数，構成比ともに，生産年齢人口は減少し，後期高齢者の

増加が見込まれており，スポーツ推進においても，少子高齢化も踏

まえた長期的な健康づくりや体力づくりを意識した施策の展開が

求められています。  

 

 本 市は，東京都心から約３０ｋｍに位置し，情報や産業，交通の

基盤が充実していることから，県内外の地域との交流や相互の連携

が行いやすい立地条件にあります。また，利根川や手賀沼など豊か

な自然環境に恵まれているほか，テニスコートや競技場，野球場を

備えた県のスポーツ施設があります。  
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③プロ・実業団チームとの連携（団体リスト更新）  

 

 

 

 

 

図  市内のプロ・実業団チーム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④柏市医師会等・医療機関との連携（一部文言修正）  

 

 

 

 

 

 

 

⑤大学，研究機関との連携（変更なし）  

 

 

 

 

 

 

 本 市には，柏レイソルをはじめ，多くのプロ・実業団チームが拠

点を置いて活動しています。こうしたトップレベルチームの競技者

や指導者などの人材を積極的に活用したスポーツ推進事業を進めて

います。  

柏レイソル（サッカー：Ｊリーグ）  

ENEOS サンフラワーズ（女子バスケットボール：Ｗリーグ）  

積水化学女子陸上競技部（陸上）  

千葉エンゼルクロス（女子バレーボール：Ｖリーグ）  

YBC 柏（硬式野球）  

ＪＲ東日本野球部（硬式野球）  

トルエーラ柏（フットサル：Ｆリーグ）  

TTC（吉田記念テニス研修センター）  

柏ゴールデンホークス（チアダンス）  

 近年の健康意識の向上により，健康的な体の維持や生活習慣病の

改善などの健康面に対して，スポーツによる効果が期待されていま

す。また，マラソン大会等における要救護者のサポートを目的とし

た医師や看護師の派遣など，専門的な知識を有する柏市医師会等・

医療機関との連携を進めています。  

 本市には，東京大学や千葉大学をはじめ，多様な研究領域を対象

とする大学が多く立地しています。特に，柏の葉キャンパス駅周辺

地区では，大学との連携によるまちづくりが進められており，今後

は，これらの研究や人材，施設などを活用したスポーツ推進に努め

ています。  
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⑥指定管理者制度の充実（変更なし）  

 

 

 

 

 

 

 (3) 計画の基本理念と基本目標（変更なし）  

 

 

 

 

 

 

図  計画の基本的な考え方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ス ポ ー ツを取り巻く環境や本市のスポーツの現状と課題を踏

まえ，計画の基本理念を設定します。また，それに基づいた基本

目標を掲げ，本計画の施策を展開していきます。以下は，計画全

体の基本的な考え方です。  

  本 市は，スポーツ施設への指定管理者制度を平成 18 年 4 月か

ら導入しました。これにより，施設の管理運営において住民サービ

スの向上を図るとともに，指定管理者による自主事業を展開し，住

民ニーズに応えています。  
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 ①  スポーツ推進の目的（変更なし）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ れからのスポーツ推進は，競技力の向上や健康・体力づくり

にとどまらず，生きがいや仲間づくり，地域コミュニティの形

成，ひいてはまちづくりに大きく貢献することが期待されてい

ます。本計画では，「人づくり」「仲間づくり」「まちづくり」の

3 つの視点から本市のスポーツ推進の目的を整理します。  
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②  計画の基本理念（変更なし）  

 

 

 

 

 

 

 

 

③  計画の基本目標（一部改訂あり）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本 市 に お け る ス ポ ー ツ 推 進 の 目 的 を 踏 ま え ， 全 て の 市 民 が

様々なかたちでスポーツに親しむことができるように，本市の

スポーツ文化を育む考え方として，「市民創スポーツ〜スポーツ

のある暮らし〜」を基本理念とします。  

 こ の基本理念には，みんなで力を合わせて，自分に合ったス

ポ ー ツ の 楽 し み 方 や 空 間 を 見 つ け 出 し て い く （ 創 り 出 し て い

く），そうした思いが込められています。  

 計 画 の基 本 理 念に示した本市の目指す生涯スポーツ社会を実

現するため，「かかわり方」「場所」「情報」といった 3 つの視点

から基本目標を掲げます。  

ア  かかわり方：多様な参加機会の充実（数値目標の年数の変更）  

  市 民一人ひとりが，それぞれのライフステージ，ライフスタイ

ルにあったスポーツを見つけだすことができたときに，はじめて

スポーツは生活の中に定着していきます。そのためには，スポー

ツを「する」だけでなく，「みる」「ささえる」などの多様な関わ

り方の機会を提供していくことが重要です。あらゆる市民が楽し

く，気持ち良くスポーツに親しめるように，多様な参加機会の充

実を進めていきます。  

［数値目標］  

生涯スポーツ社会を実現するため，5 年後に達成されるべき目標を定

めます。  

『スポーツ実施率（週 1 回以上） 65％以上』を目指します。  

成人の週 1 回以上の運動やスポーツを実施する人の割合  

参考：アンケートによるスポーツ実施率  

平成 18 年度  33． 6％  

平成 22 年度  43． 4％  

平成 26 年度  40． 1％  

令和元年度    47． 3％  
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イ  場所：気軽に利用できる施設の充実（変更なし）  

生活の中にスポーツを定着させるためには，気軽に利用できる

スポーツ施設の充実は欠かせません。そのため，既存施設の有

効活用の促進，国や県の行政機関，大学や企業の協力による利

用施設の拡充などの環境の整備を進めていきます。また，公共

スポーツ施設の老朽化などの問題が出てきています。柏市公共

施設等総合管理計画において，計画的な修繕，改修を行い，現

有施設の長寿命化を図ります。  

ウ  情 報：スポーツに親しむための情報サービスの向上（一部

文言修正）  

生涯スポーツの推進には，市民のニーズに応じた情報の提供 は

欠かせません。そのため，インターネットやＳＮＳを活用した

情報サービスの充実を進めていきます。また，スポーツの意義

や必要性を理解し，自らスポーツに親しむ市民を育成するため，

啓発事業にも積極的に取り組んでいきます。  
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４  第３章  計画の取り組み  

（次回審議会にて施策の再構成した計画案として提示予定）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策体系（変更なし）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施 策体系は，前章の基本目標を推進していくために必要な取

り組みを施策構成として整理したものです。本計画では，「多様

な参加ができる『する』スポーツの充実」「魅力ある『みる』ス

ポーツの充実」「感動を分かち合う『ささえる』スポーツの充実」

「気軽に利用できる『場所』の充実」「スポーツを楽しむきっか

けとなる『情報』の充実」という 5 つの基本施策に分けて個々

の施策を体系化するとともに，これらの施策を推進していきま

す。  

 また，施策の推進にあたっては，新型コロナウイルスをはじ

めとした感染症の感染拡大を防ぐため，「新しい生活様式」を踏

まえた感染リスクの低減を図っていきます。  


